
「軽米町再生可能 ネルギ「軽米町再生可能エネルギー
発電の促進による発電の促進による

農山村活性化計画」(仮称)農山村活性化計画」(仮称)
策定について

平成26年10月20日

目 的目 的

� 軽米町のまちづくりの理念
「豊かな自然の恵みと彩り、「豊 な自然 恵みと彩り、
歴史と食文化の薫るにぎわいのまち」
を実現する 再生可能エネルギー発電事を実現する、再生可能エネルギ 発電事
業の推進。

軽米 豊かな資源を 生 能 ネ� 軽米町の豊かな資源を再生可能エネル
ギー発電事業に活用する。

� 発電事業で生み出される利益の一部を、
地域振興に役立てる地域振興に役立てる。



「計画」の位置づけ「計画」の位置づけ
軽米町が抱える課題 動き始めた国（農林水産省）軽米町が抱える課題

地域主権
低炭素
社会

動き始めた
再生可能エネルギー

発電事業

【事業化】

国（農林水産省）
農林漁業の健全な発展と調和のとれた再生可能
エネルギー電気の発電の促進に関する法律

少子
高齢化

産業振興 鶏糞バイオマス発電

【事業化】

【計画中】

軽米町再生可能エネルギー発電の
促進による農山村活性化基本計画

軽米町の資源

広大な大地

太陽光発電
（メガソーラー）

４箇所

【内容】

目指す将来像 地域活性化方針

区域設定 導入する種類 能広大な大地

長い日照

豊富なバイオマス資源

中小水力発電
（農業ダム）

区域設定 導入する種類

農林業の健全な
発展への取り組み

発電設備導入指針

【可能性】

豊富なバイオマス資源
・鶏糞 ・森林

豊かな水資源 軽米町のまちづくりの理念
「豊かな自然の恵みと彩り、

設備整備計画
・発電設備の整備内容「豊かな自然の恵みと彩り、

歴史と食文化の薫るにぎわいのまち」
エネルギーの面から実現する

・農林業の発展に資する取組
・資金額及び調達方法
※事業者が作成

「計画」の目次案「計画」の目次案

※構成は今後の検討により変更される場合があります。



計画策定スケジュール計画策定スケジュール

平成26年 10月 11月 12月
第 第 第

協議会

第１回
（10/20）

z趣旨説明

第２回
（11/4）

z計画素案

第３回
（12/上中）

z計画案の確認協議会
(審議事項)

z趣旨説明
z策定方針
z計画の構成案
z発電事業状況

z計画素案
z農山村活性化
に資する方針
z区域設定

z計画案の確認
z今後の計画

z発電事業状況 z区域設定
z健全な発展へ
の取り組み
z導入指針

事務局

導入指針

計画素案の作成 素案の修正・計画案の作成 計画案の最終調整

発電事業者 「設備整備計画」(案)の作成

再生可能エネルギー利活用方針再生可能エネルギー利活用方針

� 軽米町の美しい自然と景観を守りつつ、
豊かな資源を活用した再生可能エネル豊 な資源 活用 た再 可能 ネ
ギー発電を促進し、地域振興をはかる。

発電事業をベ スに 環境保全関連産業� 発電事業をベースに、環境保全関連産業
の創出し、町の新たな産業を育成する。

� 発電事業の推進にあたっては、土地所有
者、町民、農林業関係者、発電事業者、者、町民、農林業関係者、発電事業者、
行政等関係者の合意形成をはかる。



主な検討課題主な検討課題

能 ネ ギ 発 域 活 ⑤農 村 活
「計画」の該当箇所

� 再生可能エネルギー発電を地域の活性
化にどのように結びつけていくか？

発電設備の導入を促進するのがどこ

→⑤農山村の活性
化に資する方針

⑥区域設定� 発電設備の導入を促進するのがどこ
で、農林業上の総合的な利用の確保を
はかるのがどこか？

→⑥区域設定

はかるのがどこか？

� 発電事業による収益の一部をどのよう
に活用するか？ また、どのように取

→⑧農林業の健全
な発展への取りに活用するか？ また、どのように取

り扱うか？

� 再生可能エネルギー発電事業を始める

な発展 の取り
組み

→⑨発電設備導入
際に、クリアしなければならないこと
は何か？

指針

� この計画の実効性を高めるために何が
必要か？

→⑩今後の計画


